
坂戸市消防団広報誌坂戸市消防団広報誌
2015年２月2015年２月
第11号第11号

発行：坂戸市消防団員互助会

坂戸市消防団HP坂戸市消防団HP http://sakado-hikesi.jp

発行：坂戸市消防団員互発行：坂戸市消防団員互助会

坂
戸
市
消
防
団

坂
戸
市
消
防
団
6060
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

坂
戸
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消
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団
長　

小
島　

清
人

　

坂
戸
市
消
防
団
設
立
60
周
年
に
あ
た
り
、
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
60
年
周
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
の

は
、
消
防
業
務
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
先
輩
諸
氏
の
御
功
労
と
、
行
政
や
地
域
皆
様

の
御
指
導
と
御
協
力
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

坂
戸
市
消
防
団
は
、
先
人
の
御
功
績
に
よ
り
日

本
消
防
協
会
表
彰
や
消
防
庁
長
官
表
彰
な
ど
度
重

な
る
受
賞
に
よ
り
、
一
層
団
結
力
を
強
固
な
も
の

と
し
て
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

が
認
め
ら
れ
、
平
成
５
年
に
は
消
防
団
の
栄
誉
で

あ
る
日
本
消
防
協
会
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
受

賞
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
平
均
年
齢
34
歳
と
い
う
若
い
団
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
の
よ
う
な
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
ス
ー
パ
ー
台
風
な
ど
多
種
多
様

化
す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
べ
く
、
一
致
団
結
の

精
神
で
愛
す
る
郷
土
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
べ
く
災
害
対
応
訓
練
等
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
又
、
組
織
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

行
政
及
び
地
域
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化
に

努
め
、
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
の
要
と
な
る
よ
う
、

消
防
団
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
消
防
団
活
動
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
幾
多
の
先
人
達
の
地
道
で
連
綿
と
し
た

活
動
に
思
い
を
馳
せ
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
60
周
年
を
契
機
と

い
た
し
ま
し
て
、
良
き
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
も

時
代
の
流
れ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
、
住
民
の
幸
福

と
郷
土
繁
栄
の
た
め
一
層
の
精
進
を
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
指
導
、
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

坂戸市消防団役員

　

平
成
26
年
11

月
30
日
㈰
坂
戸

市
消
防
団
60
周

年
に
あ
た
り
、

坂
戸
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
多

数
の
御
来
賓
に

御
参
加
い
た
だ

き
、
関
係
者
含

む
総
勢
約
180
名

に
て
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
盛
大
に
挙

行
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
今
日
ま
で
の
坂
戸
市
消
防

団
の
発
展
の
道
の
り
を
振
り
返
り
、
先
人

た
ち
が
築
き
あ
げ
た
功
績
に
感
謝
の
意
を

表
し
ま
し
た
。
元
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
国
歌

吹
奏
、
団
長
式
辞
の
後
、
元
団
長
５
名
及

び
家
族
３
代
消
防
団
員
14
組
の
60
周
年
記

昭和29年７月１日 三芳野村、勝呂村、坂戸町、入西村、大家村が合併し、
坂戸消防団を設置、編成。５分団　28部　定員1,220人

31年12月１日 定員910人に再編
33年12月25日 埼玉県消防協会表彰旗を受賞
36年３月１日 日本消防協会竿頭綬を受賞
38年２月11日 日本消防協会表彰旗を受賞
40年４月１日 定員700人に再編
41年３月３日 消防庁長官表彰竿頭綬を受賞

４月１日 坂戸町消防団と改称
47年３月１日 消防庁長官表彰旗を受賞

49年４月１日 消防団の組織を整備強化し、５分団　16部　消防自動
車16台　定員228人に再編

11月２日 三芳野分団第２部が全国消防操法大会に出場
日本消防協会竿頭綬、埼玉県消防協会竿頭綬を受賞

51年９月１日 市制施行に伴い坂戸市消防団と改称
57年11月19日 建設大臣功績表彰
58年２月１日 日本消防協会竿頭綬を受賞

平成５年２月16日 日本消防協会「まとい」を受賞

６年10月13日 坂戸分団第１部が全国消防操法大会に出場
日本消防協会竿頭綬、埼玉県消防協会竿頭綬を受賞　

18年12月22日 市制30周年記念事業として団旗・分団旗を更新
19年４月１日 女性団員15人が入団　女性部を設置　定員243人に再編

12月３日 日本消防協会より防災活動車を寄贈
20年３月７日 消防庁長官消防団等地域活動表彰を受賞

12月21日 日本消防協会より消防団多機能型車両を寄贈
坂戸市消防団多機能部隊を設置

22年11月16日 日本消防協会より防災広報車を寄贈

坂戸市消防団のあゆみ

念
表
彰
を
行
い
、
来
賓
よ
り
御
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
諸
先
輩
方
か
ら
、
仲
間
と

と
も
に
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
思
い
出

話
を
お
聞
き
し
、そ
の
熱
い
思
い
に
触
れ
、

坂
戸
市
消
防
団
の
歴
史
に
誇
り
を
感
じ
ま

し
た
。

　

我
々
現
役
団
員
も
、
よ
り
一
層
強
い
団

結
の
も
と
、
さ

ら
に
精
進
を
重

ね
、
地
域
の
安

全
を
守
る
消
防

団
と
し
て
、
一

層
の
充
実
・
発

展
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
、

決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

坂戸市消防団設立
60周年



消
防
団
年
間
行
事

消
防
団
年
間
行
事

消防団に入団するには 坂戸市消防団全234人に聞きました!!

４
月　

辞
令
交
付
式

　

辞
令
交
付
式

　　

  

新
入
団
員
、
退
団
者
、
人
事
異
動
等
の
任
命
書
を
交
付
す
る
新
年
度
最
初
の

新
入
団
員
、
退
団
者
、
人
事
異
動
等
の
任
命
書
を
交
付
す
る
新
年
度
最
初
の

行
事
で
す
。

行
事
で
す
。

６
月　　

消
防
操
法
大
会　

消
防
操
法
大
会　

((

隔
年
開
催

隔
年
開
催))

　　

  

消
防
団
員
の
技
術
の
向
上
、
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
日
頃
の
訓
練
に
よ
り
培

消
防
団
員
の
技
術
の
向
上
、
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
日
頃
の
訓
練
に
よ
り
培

っ
た
ポ
ン
プ
車
操
作
技
術
を
競
い
合
う
大
会
で
す
。

っ
た
ポ
ン
プ
車
操
作
技
術
を
競
い
合
う
大
会
で
す
。

　
　
　

水
防
演
習

　
　
　

水
防
演
習

　　

  

水
害
時
に
は
水
防
団
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
演
習
は
毛
呂
山
、
越
生
両
町
の

水
害
時
に
は
水
防
団
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
演
習
は
毛
呂
山
、
越
生
両
町
の

水
防
団
と
合
同
で
、
水
防
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

水
防
団
と
合
同
で
、
水
防
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

８
月　　

坂
戸
よ
さ
こ
い
警
備

坂
戸
よ
さ
こ
い
警
備

　　

  

お
馴
染
み
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
、
安
心
・
安
全
に
祭
り
を
楽
し
ん
で
頂

お
馴
染
み
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
、
安
心
・
安
全
に
祭
り
を
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
警
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

け
る
よ
う
警
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

９
月　

坂
戸
市
民
総
合
防
災
訓
練

　

坂
戸
市
民
総
合
防
災
訓
練

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
合
同
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
合
同
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月　　

車
両
特
別
整
備

車
両
特
別
整
備

　

各
部
配
備
の
ポ
ン
プ
車
を
点
検
整
備
し
、
維
持
管
理
状
況
を
審
査
し
ま
す
。

　

各
部
配
備
の
ポ
ン
プ
車
を
点
検
整
備
し
、
維
持
管
理
状
況
を
審
査
し
ま
す
。

11
月　　

特
別
点
検

特
別
点
検

　　

  

火
災
時
期
を
前
に
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
人
員
・
服
装
・
規
律
、
及
び
機
械

火
災
時
期
を
前
に
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
人
員
・
服
装
・
規
律
、
及
び
機
械

器
具
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
管
理
者
立
会
い
の
下
、
点
検
し
ま
す
。

器
具
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
管
理
者
立
会
い
の
下
、
点
検
し
ま
す
。

　
　
　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　　

  

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
あ
た
り
、
全
国
各
地
の
消
防
団
に
よ
り
防
火

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
あ
た
り
、
全
国
各
地
の
消
防
団
に
よ
り
防
火

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

12
月　　

歳
末
特
別
警
戒

歳
末
特
別
警
戒

　　

  
歳
末
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
地
域
住
民
の
方
々
に
一
層
の
火
災
予
防
を
喚
起

歳
末
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
地
域
住
民
の
方
々
に
一
層
の
火
災
予
防
を
喚
起

し
、
災
害
の
な
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
内
全
域
を
巡
回
し
ま
す
。

し
、
災
害
の
な
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
内
全
域
を
巡
回
し
ま
す
。

１
月　　

消
防
出
初
め
式

消
防
出
初
め
式

　　

  

新
年
に
初
め
て
全
団
員
が
出
揃
い
行
う
伝
統
行
事
で
す
。
古
式
腕
用
ポ
ン
プ

新
年
に
初
め
て
全
団
員
が
出
揃
い
行
う
伝
統
行
事
で
す
。
古
式
腕
用
ポ
ン
プ

((

昔
な
が
ら
の
手
こ
ぎ
ポ
ン
プ

昔
な
が
ら
の
手
こ
ぎ
ポ
ン
プ))

を
使
っ
た
放
水
等
を
披
露
し
ま
す
。

を
使
っ
た
放
水
等
を
披
露
し
ま
す
。

３
月　　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　　

  

秋
季
火
災
予
防
お
よ
び
歳
末
特
別
警
戒
に
続
き
、
地
域
住
民
へ
の
火
災
予
防

秋
季
火
災
予
防
お
よ
び
歳
末
特
別
警
戒
に
続
き
、
地
域
住
民
へ
の
火
災
予
防

の
呼
び
か
け
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。

の
呼
び
か
け
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。

　
　
　

消
防
演
習

　
　
　

消
防
演
習

　

全
団
員
で
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
消
火
活
動
等
を
行
う
合
同
演
習
で
す
。

　

全
団
員
で
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
消
火
活
動
等
を
行
う
合
同
演
習
で
す
。

“愛する郷土をこの手で守る”

大家分団第３部
　小島　隆廣　団員
　　　　有紀夫人
　　　　愛

あい

菜
な

ちゃん

　　　　暖
はる

華
か

ちゃん

多機能部隊
　水村　義直　隊員
  元勝呂分団長

　　　　亜由美夫人
　　　　涼

りょう

介
す け

くん

　　　　花
か

音
のん

ちゃん

　　　　啓
けい

介
す け

くん

おとうさんといっしょ！おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううさささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととといいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

消防団の主な活動は？
　災害時には火災の消火活動、警戒巡視、救
助救出活動、避難誘導など。平常時には消火
訓練、防火啓発活動、特別警戒など。女性団
員はその他に、幼児向け防火教育、応急手当
講習などを行っています。

入団に特別な資格がありますか？
　18歳以上45歳未満で心身ともに健康で坂
戸市に在住か在勤の方。「我が街は自分で守
る」の精神が一番の資格かな？

消防団員の処遇と入団後の待遇は？
　消防団員は非常勤特別職の地方公務員で
す。団員には年額報酬支給、公務員災害補償、
退職報償金制度等があります。また活動に必
要な被服が貸与されます。

　坂戸・鶴ヶ島消防組合庶務課　坂戸・鶴ヶ島消防組合庶務課
　　　　　　電話 281－3118　　　　　　電話 281－3118
　　　　　　内線234　　　　　　内線234

消防団員募集

申込・問合わせ先

0% 16%

57%

25%
000%%%%%% 112%

20代

30代

40代

50代

24%

44%

26%

3%

3%
①地域の安心・
　安全を守れる
②知り合いが
　増えた
③防災・救護に
　関する知識が
　得られた
④年俸が貰える

⑤その他

60%
32%

8%

①坂戸市内

②市外

③県外

54%

17%

18%

1%%
7% 3%

①会社員
②公務員
③自営業
④主婦
⑤パート
アルバイト
⑥その他

詳しくは坂戸市消防団ＨＰに掲載されています。

職 種職 種

勤務地勤務地年 齢年 齢

やりがいやりがい


